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県
民
の
皆
さ
ん
へ

　
私
た
ち
は
、
今
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
同
時
に
人
口
が
減
少
す
る
と
い

う
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。�

�

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
戦
後
の
復
興
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
私
た
ち
は

快
適
な
生
活
を
求
め
て
働
き
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
た
ち
の
周

り
に
は
多
く
の
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
、
豊
か
な
社
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一

方
で
心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
声
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
の
は
何
故
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
は
、
お
金
や
モ
ノ
で
は
満
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
も
っ
と
大

切
な
も
の
を
見
失
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

�

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
あ
り
よ
う
を
考
え
た
と
き
、
私
は
、
人
と
人
と
が
確

か
な
絆
で
し
っ
か
り
と
結
ば
れ
、
様
々
な
絆
の
中
で
、
人
が
人
ら
し
く
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
こ
そ
が
、
真
に
豊
か
な
社
会
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
す
べ
て
の
人
が
夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
積

極
的
に
参
画
し
て
い
く
社
会
。
そ
う
し
た
中
で
、
人
は
生
き
る
こ
と
に
意
義

を
見
出
し
、
そ
し
て
、
郷
土
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
ま
す
。�

�

　
社
会
の
原
動
力
は
人
で
あ
り
、
人
の
あ
り
よ
う
が
、
社
会
の
あ
り
よ
う
を

変
え
て
い
き
ま
す
。�

　
私
は
、
向
上
心
や
規
範
意
識
、
他
人
を
思
い
や
る
心
を
育
む
な
ど
、„
と
ち

ぎ
“
の
「
人
間
力
」
を
高
め
、
そ
し
て
、
家
庭
や
地
域
な
ど
社
会
の
様
々
な

絆
を
結
び
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
越
え
て
「
協
働
」
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
誰
も
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る„
と
ち
ぎ
“が
、
実
現
で
き
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。�

�

　
こ
の
「
と
ち
ぎ
元
気
プ
ラ
ン
」
で
は
、
こ
れ
か
ら
の„
と
ち
ぎ
“づ
く
り
の

原
点
と
な
る
、
こ
う
し
た
「
人
と
社
会
の
あ
り
方
」
を
、
県
民
の
皆
さ
ん
と

共
有
す
べ
き
三
つ
の
基
本
姿
勢
と
し
て
提
案
し
ま
し
た
。�

　
そ
し
て
、
こ
の
計
画
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
る
こ
と
で
、„
と

ち
ぎ
“の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

　
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
力
を
互
い
に
合
わ
せ
、
縦
横
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
、„
と
ち
ぎ
“を
動
か
す
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。�

　
「
い
い
ひ
と
　
い
い
こ
と
　
つ
ぎ
つ
ぎ„
と
ち
ぎ
“」
を
合
言
葉
に
、
元
気

を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
生
み
出
し
、
そ
し
て
発
信
し
て
い
く
郷
土„
と
ち
ぎ
“を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。�
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　わたしたちが目指す将来像は、人々が豊かで活力に満ちた生活を営み、自然や街並み、そして人々の心が美しさとやさし
さにあふれ、住む人にも訪れる人にも魅力ある郷土、そして未来の子どもたちにさらなる可能性を約束する郷土“とちぎ”。�
　このような郷土の将来像を実現するため、200万県民の皆さんと一緒になって、全力で取り組んでいきます。�

“とちぎ”の将来像�

5つの基本目標［基本政策］�

基本目標1 基本目標2 基本目標3 基本目標4 基本目標5

県民生活を支える5つの視点からとらえた、わたしたちの目指す基本目標を設定しています�

［教育・文化］� ［人権・保健・医療・福祉］� ［農林・商工サービス・労働］� ［社会基盤・観光・国際化］� ［環境保全・防犯・防災］�

知識や学力だけではなく、
創造性や積極性、協調性
を備えた多様な人材を
育成します。�

毎日の暮らしの中で、人
と人とが認め合い、絆を
大切にし、互いが手をさ
しのべ支え合えるような
社会づくりをすすめます。�

豊かな知恵と絶えざる創
意を織り込みながら、新
しい技術やノウハウ、そ
して新しい付加価値を創
造する産業づくりをすす
めます。�

活力ある地域づくりを進
め、交流の輪が広がり、そ
の交流から新しい文化や
情報が発信される、にぎ
わいの郷土をつくりま
す。�

心穏やかに暮らすことが
でき、自信を持って未来
へ引き継ぐことができる、
美しくやすらぎに満ちた
環境を創造します。�

重点テーマ�
政策分野を越えて重点的に取り組んでいく3つのテーマを設定しています�

“とちぎの人間力”を高める�
�

社会全体で子育てを支える�
�

個性あふれる地域を創る�

“県民との協働による県政”�
を推進する�

�

“県民との協働による県政”�
を推進する�

�
“地方分権時代地方分権時代を�
リードする県政”�
を推進を推進する�

�

“地方分権時代を�
リードする県政”�
を推進する�

�

“効率的効率的で�
効果的効果的な県政”�
を推進する�

“効率的で�
効果的な県政”�
を推進する�

“とちぎ”づくりの基本姿勢�
～「新たな“公（おおやけ）”を拓く」～�

“とちぎ”づくりの原点となる「人と社会のあり方」を提案しています�

新たな自治の基盤づくりのために�
県が率先して取り組むべき事項を示しています�

栃木県総合計画「とちぎ元気プラン」の役割
「とちぎ元気プラン」は、郷土“とちぎ”の将来像の実現に向けて、県民の皆さんと共有すべき基本的な考え方や目標を明らかにすると
ともに、政策や施策の展開方向など、今後5カ年間に県が行う仕事のすすめ方などを示す県政の基本指針です。
また、県民や企業、各種団体、市町村など、すべての“とちぎ”づくりの担い手が一緒になって考え、行動していくための共通の目標を
示すという役割も持っています。

計画の期間
平成18年度から平成22年度までの5カ年間の計画です。

「とちぎ元気プラン」の構成



重点テーマ
“とちぎ”づくりの基本姿勢を踏まえ、政策分野を越えて重点的に取り組んでいきます

“とちぎ”づくりの基本姿勢　～「新たな“公（おおやけ）”を拓く」～
この考え方を県民の皆さんと共有することによって、将来像を実現していきます

こ
れ
か
ら
は
、
行
政
だ
け
で
は

な
く
県
民
も
「
公
（
お
お
や
け
）」

を
担
う
と
い
う
考
え
方
に
立
ち
、

す
べ
て
の
人
が
お
互
い
の
立
場
や

垣
根
を
乗
り
越
え
て
、
郷
土
の
課

題
に
対
し
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
”と
ち
ぎ
“づ
く
り
の

原
点
と
な
る
「
人
と
社
会
の
あ
り

方
」
を
三
つ
の
基
本
姿
勢
と
し
て

示
し
て
い
ま
す
。

3
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す
べ
て
の
県
民
が
、
学
ぶ
こ
と
、

働
く
こ
と
、
生
き
る
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
の
意
味
や
目
的
、
そ
し
て

喜
び
や
楽
し
み
を
見
出
す
と
と
も

に
、
社
会
に
積
極
的
に
参
画
し
、

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

県
民
一
人
ひ
と
り
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
N
P
O
、
企
業
、
行
政
な

ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
越
え
、

さ
ら
に
は
性
別
や
世
代
と
い
っ
た

垣
根
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

連
携
・
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
連
携
・

協
力
し
、
主
体
的
に
課
題
を
解
決

し
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
る
地
域
の
活
力
が
、
21

世
紀
に
”と
ち
ぎ
“が
飛
躍
す
る
原

動
力
と
な
り
ま
す
。

す
べ
て
の
人
々
が
、
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
責

任
感
な
ど
を
持
つ
と
と
も
に
、
生
き
る
こ
と
の
意
味

を
自
覚
し
、
将
来
の
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
自
ら
の

可
能
性
を
高
め
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
活
躍
し
て
い
く
、”
人
間
力
“
に
満
ち
た
”と

ち
ぎ
“を
築
き
ま
す
。

①
人
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
家
庭
教
育
を
充
実
す
る

・
親
自
身
の
意
識
改
革
、「
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
用

・
父
子
手
帳
の
配
付
、
家
事
・
育
児
・
介
護
等
、
家
庭
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

・
親
子
の
対
話
の
励
行
、「
家
庭
の
日
」
の
普
及
定
着

・
孤
食
の
解
消
や
朝
食
の
摂
取
促
進
な
ど
、
食
育
の
推
進

な
ど

②
人
間
関
係
を
は
ぐ
く
む
地
域
の
教
育
力
を
向
上
す
る

・
学
校
や
地
域
が
連
携
し
た
各
種
体
験
活
動
の
機
会
づ
く
り

・
青
少
年
育
成
指
導
者
な
ど
を
中
心
と
し
た
地
域
組
織
活

動
の
充
実

・
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
「
と
ち
ぎ
心
の
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
」
運
動
の
展
開
　
な
ど

③
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

・
少
人
数
学
級
や
補
充
的
・
発
展
的
な
学
習
の
推
進

・
職
場
体
験
や
奉
仕
活
動
な
ど
の
社
会
体
験
活
動
、
自
然

体
験
活
動
の
充
実

・
地
域
の
自
然
・
伝
統
・
文
化
等
を
題
材
に
し
た
ふ
る
さ
と

学
習
の
推
進

・
道
徳
教
育
の
充
実
　
な
ど

④
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る

・
県
や
市
町
村
、
大
学
等
が
連
携
し
た
多
様
な
学
習
機
会
の

創
出

・
学
習
の
場
と
し
て
の
学
校
施
設
の
開
放
　
な
ど

⑤
多
様
な
人
材
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
躍
で
き
る
環
境
を
つ

く
る

・
家
庭
・
就
業
の
場

に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
環

境
整
備
推
進

・
若
年
者
の
職
業
意

識
の
涵
養
や
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
た
め

の
就
職
基
礎
能
力

の
習
得
支
援

・
福
祉
・
労
働
関
係

機
関
や
事
業
者

な
ど
の
連
携
に

よ
る
障
害
者
雇

用
の
拡
大

・
就
農
準
備
校
の

開
設
　
な
ど

”と
ち
ぎ
の
人
間
力
“を
高
め
る

学
校
や
地
域
、
企
業
、
行
政
な
ど
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
か
ら
子
育
て
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
を
す
す

め
、
結
婚
や
子
育
て
に
夢
を
抱
き
、
子
ど
も
を
持
ち

た
い
人
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の
人
々
の
笑
顔
と
歓
声
が
絶
え

る
こ
と
の
な
い
”と
ち
ぎ
“を
築
き
ま
す
。

①
地
域
の
人
々
の
支
え
合
い
で
子
ど
も
を
育
て
る

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域
の
子
育

て
支
援
拠
点
設
置
と
、
相
互
援
助
活
動
の
充
実

・
民
生
・
児
童
委
員
、
母
子
保
健
推
進
員
な
ど
の
活
動
推
進

と
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
地
域
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
異
世
代
が
交
流
す

る
機
会
づ
く
り

・
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
、
早
期
対
応

・
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
学
校
と
地
域
が
連
携

し
た
防
犯
体
制
の
確
保
　
な
ど

②
子
育
て
し
や
す
い
職
場
を
つ
く
る

・
男
女
が
と
も
に
育
児
休
業
や
子
ど
も
の
看
護
休
暇
を
取

得
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

・
子
育
て
に
配
慮
し
た
勤
務
形
態
な
ど
多
様
で
柔
軟
な
働

き
方
が
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

・
出
産
や
育
児
な
ど
で
退
職
し
た
女
性
が
再
就
職
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
、
事
業
者
に
よ
る
再
雇
用
制
度
の
定

着
　
な
ど

③
充
実
し
た
子
育
て
支
援
体
制
を
つ
く
る

・
子
育
て
や
家
庭
教
育
な
ど
に
関
す
る
各
種
相
談
事
業
や

情
報
提
供
の
充
実

・
低
年
齢
児
保
育

や
延
長
保
育
等

の
多
様
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充

実
・
母
子
保
健
医
療

や
小
児
医
療
対

策
の
実
施

・
子
ど
も
の
人
権

尊
重
の
意
識
醸

成
と
被
虐
待
児

に
対
す
る
支
援

体
制
の
充
実

な
ど 社

会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る

県
民
一
人
ひ
と
り
が�

主
役
の„
と
ち
ぎ
“�

県
民
が
協
働
す
る�

„
と
ち
ぎ
“�

地
域
地
域
が
自
立
自
立
す
る�

„
と
ち
ぎ
“�

地
域
が
自
立
す
る�

„
と
ち
ぎ
“�

県
民
一
人
ひ
と
り
が�

主
役
の„
と
ち
ぎ
“�

県
民
県
民
が
協
働
協
働
す
る�

„
と
ち
ぎ
“�

県
民
が
協
働
す
る�

„
と
ち
ぎ
“�

地
域
が
自
立
す
る�

„
と
ち
ぎ
“�

県
民
県
民
一
人
ひ
と
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県
民
一
人
ひ
と
り
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主
役
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„
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立
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ふれあい学習

元気に遊ぶ子どもたち

住
民
自
ら
が
創
意
工
夫
を
発
揮
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
持
つ
資
源
や
潜
在
力
、
可
能
性
を
活
か
す

と
と
も
に
、
新
た
な
活
力
を
創
造
す
る
個
性
あ
ふ
れ

る
地
域
を
築
き
、
住
む
人
に
も
訪
れ
る
人
に
も
魅
力

あ
る
”と
ち
ぎ
“を
築
き
ま
す
。

①
地
域
の
魅
力
を
活
か
す

・
世
界
遺
産
「
日
光
の
社
寺
」
な
ど
県
内
各
地
の
文
化
財

の
保
存
と
活
用

・
地
域
の
特
色
あ
る
歴
史
や
文
化
等
の
発
掘
と
そ
れ
ら
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

・
平
地
林
や
里
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
活
用

・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
な
ど
に
よ
る
地

域
の
魅
力
の
発
信
・
創
造
　
な
ど

②
地
域
の
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す

・
子
育
て
や
教
育
、
福
祉
、
環
境
、
中
心
市
街
地
活
性
化

な
ど
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
展
開

・
特
色
あ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
　
な
ど

③
笑
顔
あ
ふ
れ
る
”と
ち
ぎ
“を
築
く

・
県
民
が
提
案
・
実
践
す
る
協
働
推
進
事
業
の
展
開

・
共
通
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
市
町
村
連
携
事
業
の
展

開
・
道
路
や
交
流
拠
点
施
設
な
ど
の
充
実
に
よ
る
地
域
間
交

流
の
拡
大
　
な
ど

個
性
あ
ふ
れ
る
地
域
を
創
る

山あげ祭（那須烏山市）
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4

基本政策
5つの基本目標ごとに政策の取り組み方向や施策の展開を体系的に明らかにし、計画的に県政をすすめます

（以下は、重点事業や特徴ある取り組みの例です）

［教育・文化］

基本目標1

知恵にあふれ心豊かな人づくり�知恵にあふれ心豊心豊かな人づくり�知恵にあふれ心豊かな人づくり�

いのちをやさしく見守る社会づくり�いのちをやさしく見守る社会づくり�

確かな技術と創造性に富む産業づくり�確かな技術と創造性に富む産業づくり�

快適でにぎわいのある交流地域づくり�快適でにぎわいのある交流地域づくり�

安心のくらしを支える環境づくり�安心のくらしを支える環境づくり�

●
多
様
な
能
力
を
は
ぐ
く
み
、
心
豊
か
で
た

く
ま
し
い
青
少
年
を
育
成
す
る

・
少
人
数
学
級
の
推
進

・
補
充
的
な
学
習
や
発
展
的
な
学
習
の
推
進

・
発
達
障
害
児
の
支
援
の
た
め
の
体
制
整
備

・
県
立
学
校
の
耐
震
化
を
含
め
た
計
画
的

な
改
修

・
心
に
響
く
読
書
教
材
の
活
用
な
ど
に
よ

る
道
徳
教
育
の
充
実

・
「
い
じ
め
・
不
登
校
等
対
策
チ
ー
ム
」
に

よ
る
学
校
支
援
の
充
実

・
小
・
中
・
高
を
通
じ
た
体
系
的
な
体
験
活

動
の
充
実

・
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実

・
地
域
と
連
携
し
た
児
童
生
徒
の
安
全
の

確
保

・
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
・
普
及

・
科
学
技
術
高
校
の
整
備

・
高
校
再
編
後
期
実
行
計
画
の
策
定

・
家
庭
や
地
域
で
の
教
育
力
活
性
化
事
業

の
展
開

・
新
し
い
タ
イ
プ
の
青
少
年
教
育
施
設
の

整
備
検
討
　
な
ど

●
生
き
が
い
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
人
生
を

実
現
す
る

・
学
ん
だ
成
果
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
へ
の
支
援

・
文
化
芸
術
振
興
の
た
め
の
基
本
条
例
制

定
の
検
討

・
県
立
美
術
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実

・
県
体
育
館
の
移
転
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
拠

点
施
設
の
整
備
検
討
　
な
ど

●
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
、
共
に
参
画
す
る

社
会
を
築
く

・
人
権
侵
害
に
関
す
る
相
談
機
関
の
充
実

・
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
支
援

・
女
性
の
人
材
育
成
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

へ
の
参
画
促
進

・
女
性
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

整
備
　
な
ど

●
互
い
に
支
え
合
い
、
共
に
生
き
る
あ
た
た

か
な
福
祉
社
会
を
築
く

・
被
虐
待
児
の
心
の
ケ
ア
を
図
る
心
理
療

育
施
設
の
設
置
促
進

・
子
ど
も
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
充
実

・
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
実
施

す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備

促
進

・
高
齢
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
・
定
着

・
県
北
・
県
南
地
域
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
拠
点
施
設
の
整
備
促
進

・
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整

備
促
進

・
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基

づ
く
公
共
的
施
設
の
整
備
促
進
　
な
ど

●
健
や
か
で
安
心
な
生
活
を
守
る

・
一
次
予
防
重
視
の
生
涯
健
康
づ
く
り
の

推
進

・
S
A
R
S
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
動
物
由
来
感
染
症
対
応
体
制
の
整
備

・
公
的
病
院
等
に
お
け
る
小
児
科
、
産
科
、

内
科
の
医
師
確
保
の
支
援

・
小
児
救
急
医
療
体
制
の
未
整
備
地
域
の

解
消

・
と
ち
ぎ
ハ
サ
ッ
プ
に
基
づ
く
食
品
営
業

施
設
等
の
認
証
の
推
進
　
な
ど

●
魅
力
あ
る
農
林
業
を
確
立
す
る

・
食
品
産
業
と
の
連
携
に
よ
る
野
菜
産
地

の
活
性
化

・
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
対
応
し

た
担
い
手
の
育
成

・
就
農
準
備
校
の
開
設

・
農
産
物
知
的
財
産
権
セ
ン
タ
ー
の
設
置

・
食
育
推
進
計
画
の
策
定

・
耕
畜
連
携
に
よ
る
堆
肥
利
活
用
の
シ
ス

テ
ム
づ
く
り

・
森
林
施
業
の
集
約
化
等
の
促
進

・
県
産
材
利
用
住
宅
の
建
設
促
進
　
な
ど

●
知
恵
と
技
術
に
よ
る
商
工
サ
ー
ビ
ス
業
の

振
興
と
雇
用
の
安
定
を
図
る

・
と
ち
ぎ
ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ネ

ッ
ト
21
に
よ
る
総
合
的
な
支
援
体
制
の

強
化

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
販
路
拡
大
な
ど
、

企
業
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
重

点
的
な
支
援

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
振
興

・
企
業
立
地
を
促
進
す
る
協
力
員
の
配
置

等
に
よ
る
誘
致
体
制
の
強
化

・
戦
略
的
企
業
誘
致
の
た
め
の
優
遇
制
度

の
充
実

・
立
地
企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
強
化

・
と
ち
ぎ
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
を
通
じ
た
若
年
者

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
中
高
年
齢
者
や
障
害
者
等

の
就
職
支
援

・
総
合
的
な
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成

な
ど

●
快
適
で
活
力
あ
る
暮
ら
し
の
基
礎
を
つ
く
る

・
鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
促
進

・
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討

・
北
関
東
自
動
車
道
な
ど
高
規
格
幹
線
道

路
の
整
備
促
進

・
都
市
の
環
状
道
路
や
都
市
内
道
路
の
整

備
推
進
　
な
ど

●
魅
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
空
間
を
つ
く
る

・
地
域
独
自
の
自
発
的
な
地
域
づ
く
り
活

動
へ
の
支
援

・
市
町
村
間
の
連
携
事
業
へ
の
支
援

・
市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ
る
魅
力
あ

る
に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
等
の
促
進

・
地
域
資
源
を
活
か
し
た
農
村
滞
留
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発

・
市
町
村
緑
化
推
進
組
織
の
設
立
促
進

・
平
地
林
や
都
市
緑
化
の
保
全
活
動
へ
の

住
民
参
加
の
促
進

・
親
水
性
の
あ
る
河
川
の
整
備
と
適
正
な

維
持
管
理
　
な
ど

●
に
ぎ
わ
い
と
と
き
め
き
に
あ
ふ
れ
た
地
域

社
会
を
つ
く
る

・
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
外
国
人
誘
客

対
策
の
充
実

・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

・
外
国
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
生
活
情
報

等
の
提
供

・
草
の
根
レ
ベ
ル
の
多
様
な
国
際
協
力
の

促
進

・
「
と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
N
P
O
セ
ン

タ
ー
」
の
機
能
充
実

・
提
案
・
実
践
型
協
働
推
進
事
業
の
実
施

・
山
間
地
等
に
お
け
る
情
報
通
信
基
盤
の

整
備
促
進

・
行
政
手
続
き
の
申
請
や
行
政
情
報
の
入
手

等
の
際
の
Ｉ
Ｔ
利
活
用
の
促
進
　
な
ど

●
豊
か
な
環
境
を
守
り
育
て
、
地
球
に
や
さ

し
い
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る

・
化
学
物
質
に
係
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
普
及
促
進

・
循
環
資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
た
地
域

循
環
モ
デ
ル
構
築
の
支
援

・
県
営
管
理
型
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
整
備
推
進

・
各
主
体
が
一
体
と
な
っ
た
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
の
推
進

・
県
庁
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
の
認
証
取
得

・
環
境
学
習
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
新
た
な
財
源
に
よ
る
森
林
環
境
保
全
対

策
の
充
実

・
生
態
系
の
保
全
の
強
化
と
自
然
環
境
の

再
生
等
を
図
る
総
合
施
策
の
推
進
　
な
ど

●
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る

・
自
主
防
犯
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援

・
交
番
・
駐
在
所
の
機
能
強
化

・
高
齢
者
等
に
対
す
る
交
通
事
故
防
止
対

策
の
強
化

・
消
費
生
活
相
談
体
制
の
充
実
・
強
化
　
な
ど

●
災
害
・
危
機
に
強
い
県
土
づ
く
り
を
推
進

す
る

・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
整
備

・
防
災
情
報
収
集
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
充
実

・
流
域
特
性
に
応
じ
た
効
率
的
、
効
果
的

な
河
川
等
の
整
備

・
緊
急
輸
送
道
路
の
橋
梁
耐
震
化
　
な
ど

［人権・保健・医療・福祉］

知恵にあふれ心豊かな人づくり�知恵にあふれ心豊かな人づくり�

基本目標2

いのちをやさしく見守る社会づくり�いのちをやさしく見守る社会づくり�いのちをやさしく見守る社会づくり�

確かな技術と創造性に富む産業づくり�確かな技術と創造性に富む産業づくり�

快適でにぎわいのある交流地域づくり�快適でにぎわいのある交流地域づくり�

安心のくらしを支える環境づくり�安心のくらしを支える環境づくり�

［農林・商工サービス・労働］

知恵にあふれ心豊かな人づくり�知恵にあふれ心豊かな人づくり�

基本目標3

いのちをやさしく見守る社会づくり�いのちをやさしく見守る社会づくり�

確かな技術技術と創造性創造性に富む産業産業づくり�確かな技術技術と創造性創造性に富む産業産業づくり�確かな技術と創造性に富む産業づくり�

快適でにぎわいのある交流地域づくり�快適でにぎわいのある交流地域づくり�

安心のくらしを支える環境づくり�安心のくらしを支える環境づくり�

［社会基盤・観光・国際化］

知恵にあふれ心豊かな人づくり�知恵にあふれ心豊かな人づくり�

基本目標4

いのちをやさしく見守る社会づくり�いのちをやさしく見守る社会づくり�

確かな技術と創造性に富む産業づくり�確かな技術と創造性に富む産業づくり�

快適快適でにぎわいのある交流地域る交流地域づくり�快適快適でにぎわいのある交流地域る交流地域づくり�快適でにぎわいのある交流地域づくり�

安心のくらしを支える環境づくり�安心のくらしを支える環境づくり�

［環境保全・防犯・防災］

知恵にあふれ心豊かな人づくり�知恵にあふれ心豊かな人づくり�

基本目標5

いのちをやさしく見守る社会づくり�いのちをやさしく見守る社会づくり�

確かな技術と創造性に富む産業づくり�確かな技術と創造性に富む産業づくり�

快適でにぎわいのある交流地域づくり�快適でにぎわいのある交流地域づくり�

安心の安心のくらしを支える環境る環境づくり�安心の安心のくらしを支える環境る環境づくり�安心のくらしを支える環境づくり�
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新たな自治の基盤づくりのために
地方分権時代にふさわしい新たな自治を創造していくため、県が率先して取り組んでいきます

„
県
民
県
民
と
の
協
働
協
働
に
よ
る
県
政
県
政
“を
推
進
推
進
す
る�

„
県
民
と
の
協
働
に
よ
る
県
政
“を
推
進
す
る�

„
地
方
分
権
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
県
政
“を�

推
進
す
る�

„
効
率
的
で
効
果
的
な
県
政
“を
推
進
す
る�

県
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築

①
説
明
責
任
の
徹
底

情
報
公
開
制
度
の
適
正
な
運
用
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
広
報

紙
「
と
ち
ぎ
県
民
だ
よ

り
」
の
配
布
な
ど
幅
広

い
広
報
活
動
を
実
施

し
、
説
明
責
任
の
一
層

の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

②
県
民
の
県
政
参
画
の

促
進

「
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
な
ど
の
広
聴

事
業
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
制
度
の
活
用

な
ど
に
よ
り
、
県
民
の

意
見
な
ど
を
的
確
に
把

握
し
、
県
政
に
反
映
さ

せ
ま
す
。

積
極
的
な
協
働
の
推
進

①
協
働
の
基
盤
づ
く
り

多
様
な
主
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
N
P
O
等
の
組
織
基

盤
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
市
町
村
と
も
連
携
し
て
、
協
働
を
す

す
め
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
多
様
な
協
働
の
展
開

民
間
の
活
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
県
の
業
務
執
行
に
取
り
入
れ

る
と
と
も
に
、
県
民
か
ら
の
提
案
を
受
け
て
事
業
を
展
開
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
す
す
め
る
な
ど
、
N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企

業
等
と
幅
広
く
協
働
を
す
す
め
ま
す
。

地
方
分
権
時
代
に
向
け
た
積
極
的
な
対
応

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振
興
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
近

隣
県
等
と
の
広
域
連
携
を
一
層
緊
密
な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、

道
州
制
な
ど
の
新
た
な
広
域
自
治
制
度
の
あ
り
方
の
検
討
を
す
す

め
る
な
ど
、
真
の
地
方
分
権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に

行
動
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
栃
木
・
福
島
地
域
」
へ
の
国
会
等
の
移
転
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

選
択
と
集
中
に
よ
る
業
務
の
推
進

①
政
策
評
価
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用

「
と
ち
ぎ
政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
の
有
効
活
用
に
よ

り
、
効
率
的
で
効
果
的
な
政
策
形
成
を
図
り
ま
す
。

②
事
務
事
業
の
見
直
し

真
に
必
要
な
業
務
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
日
々
の
行
政
活
動
の

中
で
継
続
的
に
事
務
事
業
を
見
直
し
ま
す
。

③
多
様
な
民
間
活
力
の
活
用

企
業
や
N
P
O
な
ど
の
民
間
活
力
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

職
員
と
行
政
組
織
の
活
性
化

①
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成

全
庁
を
挙
げ
て
の
県
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
運
動
や
日
々
の
業
務
の

中
で
の
「
改
善
の
た
め
の
気
づ
き
」
を
促
す
取
り
組
み
を
す
す
め

る
と
と
も
に
、
企
画
立
案
能
力
や
問
題
解
決
能
力
を
備
え
た
人
材

を
育
成
し
ま
す
。

②
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
体
制
の
構
築

出
先
機
関
へ
の
権
限
移
譲
や
適
正
な
定
員
管
理
、
適
材
適
所
の

職
員
配
置
な
ど
に
よ
り
、
簡
素
で
効
率
的
な
政
策
形
成
型
組
織
を

構
築
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立

①
自
律
的
な
財
政
運
営
に
向
け
た
取
組
の
推
進

「
中
期
財
政
収
支
見
込
み
」
の
作
成
や
県
債
残
高
を
減
ら
す
目
標

値
の
設
定
な
ど
を
通
し
て
、
自
律
的
な
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

②
歳
出
の
抑
制
と
税
収
入
等
の
確
保

徹
底
し
た
事
業
の
見
直
し
や
執
行
体
制
の
ス
リ
ム
化
な
ど
に
よ
り

歳
出
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
税
収
入
等
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

„
県
民
と
の
協
働
に
よ
る
県
政
“を
推
進
す
る�

„
地
方
分
権
時
代

地
方
分
権
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
県
政
県
政
“を�

推
進
推
進
す
る�

„
地
方
分
権
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
県
政
“を�

推
進
す
る�

„
効
率
的
で
効
果
的
な
県
政
“を
推
進
す
る�

市
町
村
重
視
の
県
政
の
推
進

①
市
町
村
の
自
主
性
・
自
立
性
の
向
上
に
向
け
た
支
援

県
の
権
限
の
積
極
的
な
移
譲
や
、「
総
合
的
助
言
制
度
」
の
活
用
、

市
町
村
合
併
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
市
町
村
の
自
主
的
で
効
率
的

な
行
財
政
運
営
や
個
性
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

②
広
域
的
機
能
の
発
揮

市
町
村
の
区
域
を
越
え
て
展
開
す
べ
き
雇
用
対
策
や
防
災
対
策

な
ど
、
広
域
自
治
体
と
し
て
戦
略
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
全
県
的
な
課
題
等
に
つ
い
て
市
町
村
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

„
県
民
と
の
協
働
に
よ
る
県
政
“を
推
進
す
る�

„
地
方
分
権
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
県
政
“を�

推
進
す
る�

„
効
率
的

効
率
的
で
効
果
的

効
果
的
な
県
政
県
政
“を
推
進
推
進
す
る�

„
効
率
的
で
効
果
的
な
県
政
“を
推
進
す
る�

「とちぎ元気プラン」の
全文は、県ホームページ
（http://www.pref.tochigi.jp/
genkiplan/)、各県民センタ
ーでご覧になれます。
計画書の購入を希望され
る場合は、県文書学事課情
報公開推進室（北第2庁舎1
階）でお求めください。

【問合せ】 県企画調整課
TEL 028-623-2206
FAX 028-650-2045

詳しくは...

とちぎ元気フォーラム


